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　西都市社会福祉協議会は、学校法人
日章学園宮崎医療福祉専門学校と「災
害時における協力体制に関する協定」を
締結しました。本協定は、発災時の迅速
かつ効果的なボランティア活動につな
げる為、平常時からの連携を強化するこ
とを目的としたものです。
　今回の協定締結によって、発災時の被
災者に寄り添った支援がこれまで以上
に推進されることが期待されます。

学校法人日章学園宮崎医療福祉専門学校と学校法人日章学園宮崎医療福祉専門学校と
「災害時における協力体制に関する協定」を締結「災害時における協力体制に関する協定」を締結
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社協だよりの感想や社協に対するご意見・ご要望等なんでもお聞かせください。今後の事業推進の貴重な資料とさせていただきます。

お電話・FAXやE-mailで地域の皆さまの声をお聞かせください！
この「社協だより」は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

　宮崎医療福祉専門学校は地域との
交流を大切にしており、看護学科で
は、授業の一環で、地域の通いの場に
出向いています。
　本会が実施している一般介護予防
事業のみんなのデイサービスでも
交流を持ち、敬老お祝いとして、メッ
セージを頂きました。
　ありがとうございました。
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能登半島地震 災害派遣支援レポート能登半島地震 災害派遣支援レポート

　10月4日～ 6日までの間、石川県能登半島の最北端に位置する
珠洲市災害ボランティアセンターの運営支援に携わってきました。
珠洲市は令和6年元日の地震により、甚大な被害を受け、9,442
棟のうち約5,000棟が倒壊しました。震災から半年以上が経過し、
ようやく復旧の兆しが見えてきた中、9月の豪雨災害により二重被
災している状況でした。
　私は、被災された方のボランティアニーズを聞き取るニーズ班を
担当しました。現地ニーズ班は、被災された方に寄り添いながら話
を聴き、被災状況だけでなく、困りごとについても丁寧に把握していたことが印象的でした。聞き取り

後は、地元のボランティアと社協職員が現地調査を行ったう
えで、NPO団体とも連携し、ボランティアの調整支援を行っ
ていました。
　センターでは、活動を終えたボランティアが帰路につく際、
再び全国どこかの災害ボランティアセンターで活動してもら
えるよう、姿が見えなくなるまで、見送りをしていたことも感
銘を受けました。
　 震 災 前12,000人
いた人口が、半分以下

に減少し、地域コミュニティが変化しているなか、「地域コミュ
ニティの再構築」をミッションに掲げ、復興を目指している状況
を目の当たりにし、一人ひとりが今できることを考え、実行に
移していくことが復興に繋がっていくと体感しました。

問い合わせ先 地域福祉課 地域支援係 ☎ 43-3160

問い合わせ先 西都市高齢者クラブ連合会事務局 ☎ 43-3610

地域福祉課 地域支援係　押川 恭子

さわやか西都クラブ　カラオケ発表会を開催しましたさわやか西都クラブ　カラオケ発表会を開催しました

　さわやか西都クラブ（西都市高齢者クラブ連合
会）は、9月19日あいそめ館でカラオケ発表会を開
催しました。発表会では20名の皆さんが、それぞれ
自慢の一曲を披露されました。応援にも多くの方が
駆けつけてくださり、会場の皆さんも素晴らしい歌
声に魅了されていました。
　また、12月5日西都市民会館にて「さわやか西都
クラブ大会」を開催します。大会では、健康に関する
講話、カラオケ発表や民舞の披露等を予定していま
す。ロビーでは会員の皆さんによる手づくり作品の展示を行う予定です。どなたでもご来場いただけます
ので、ぜひお気軽に足をお運びください。
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問い合わせ先 西都市民生委員児童委員協議会事務局 ☎ 43-4613

　2学期から「ふくし」をテーマに学習を進めている三財小中学校7年生の取り組みをご紹介します。　2学期から「ふくし」をテーマに学習を進めている三財小中学校7年生の取り組みをご紹介します。
　三財小中学校7年生では、「ふくし」を幅広く身近なものとして捉え、地域住民の一員として、自分が住　三財小中学校7年生では、「ふくし」を幅広く身近なものとして捉え、地域住民の一員として、自分が住
む地区に目を向けることの大切さを学びました。その中で、「自分にできること」「できそうなこと」「やっむ地区に目を向けることの大切さを学びました。その中で、「自分にできること」「できそうなこと」「やっ
てみたいこと」を考え、行動に移すきっかけをつくることを目指して取り組みました。てみたいこと」を考え、行動に移すきっかけをつくることを目指して取り組みました。
　今年度は、9月26日に地域で行われている百歳体操に参加し、高齢者に「普段どんなことに困っている　今年度は、9月26日に地域で行われている百歳体操に参加し、高齢者に「普段どんなことに困っている
のか」「何をすると嬉しいのか」等を質問し、情報を収集しました。のか」「何をすると嬉しいのか」等を質問し、情報を収集しました。
　また、10月27日のへそまつりでは、地域住民との交流を図るため、無料で肩もみや飲み物の配布を　また、10月27日のへそまつりでは、地域住民との交流を図るため、無料で肩もみや飲み物の配布を
行ったほか、来場者にアンケートを実施しました。生徒のこの活動は好評で、生徒自身も今後の活動に手行ったほか、来場者にアンケートを実施しました。生徒のこの活動は好評で、生徒自身も今後の活動に手
ごたえを掴んだようです。ごたえを掴んだようです。

西都市内の学校や地域等で「ふくし」教育をすすめています西都市内の学校や地域等で「ふくし」教育をすすめています

　西都市民生委員児童委員協議会では、9月26日～27日に令和6年度先進地視察研修を実施しました。
　1日目は、大分県臼杵市民生委員児童委員協議会との意見交換研修を開催しました。臼杵市民児協の
取組や臼杵市の事業など参考になることが多く、大変有意義な研修となりました。2日目は、別府市の「社
会福祉法人 太陽の家」を視察しました。太陽の家は障がいのある方が働き、生活する施設であり、地域社
会の一住民として暮らしています。今回は、太陽ミュージアムとオムロン太陽工場を見学し、各施設で貴
重なお話を聞き、体験をさせていただきました。
　今回の研修では、地域住民・行政・関係機関との連携の重要性を改めて
学ぶことができました。今後も地域福祉の推進に努めて参ります。

令和6年度 先進地視察研修を実施しました令和6年度 先進地視察研修を実施しました

問い合わせ先 地域福祉課 地域支援係地域福祉課 地域支援係 ☎ 43☎ 43--36103610
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問い合わせ先

西都市南地区地域包括支援センター ☎ 41-0511
西都市北地区地域包括支援センター ☎ 32-9595

妻南地区・三納地区・三財地区・都於郡地区担当地区

妻北地区・穂北地区・東米良地区担当地区

　2024年1月1日に施行された「共生社会の実現を
推進するための認知症基本法」において、毎年9月を「認
知症月間」、9月21日を「認知症の日」と制定されま
した。認知症になっても、安心してこのまち西都で暮
らせるよう、今年度も、コミュニティプラザパオや西都
市立図書館、西都市役所にて、認知症の取り組みの紹
介やパンフレットなどによる情報提供を行いました。
　また、認知症の日（9月21日）
には、市庁舎を認知症のシンボ
ルカラーであるオレンジ色の光
でライトアップし普及啓発も行
いました。
　認知症は誰もがなる可能性が
あります。今後も、認知症につ
いて自分事として考えるきっか
けづくりを行っていきます。認知
症について相談がありましたら、
遠慮なくお住まいの地域包括支
援センターまでお問い合わせく
ださい。

　地域で生活を送るすべての人々が「住み慣れた地域
で尊厳ある生活と人生を維持できる」という当たり前の
願いを支えていくことが、私たちの業務の実践の中で進
められています。権利侵害の対象になりやすい高齢者や
障がい者など、支援を必要とされる方々への虐待対応
に焦点を絞り研修会を9月19日に実施しました。
　弁護士法人 松田共同法律事務所 青木弁護士より、

「虐待対応の基本」についてご講義いただいた後、宮
崎県社会福祉士会　柿並社会福祉士より、初期相談か
ら情報収集のポイントや終結までのプロセスなどを事
例を通して、グループワークでより実践につながるご
講義をいただきました。当日48名の現場の従事者、
専門職、行政職員等が参加し、見識を深める研修会と
なりました。
　今回の学びを活かし、今後も地域住民の権利擁護が
推進できるよう支援体制の充実を図って参ります。

認知症月間【９月】に認知症に関するパネル展示などを行いました認知症月間【９月】に認知症に関するパネル展示などを行いました

令和６年度 西都市権利擁護研修会を開催しました令和６年度 西都市権利擁護研修会を開催しました

知識力向上中！！ 法律的根拠を学んでいます！

こんな情報を確認しておく必要があるんだ…

コミュニティプラザ
パオ

認知症の日
市庁舎

ライトアップ

西都市役所：グループホーム入居者の作品紹介
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問い合わせ先

西都市障がい者生活サポートセンター「なごみ」を紹介します西都市障がい者生活サポートセンター「なごみ」を紹介します

介護の仕方や介護を
助けてくれるヘルパー
さんなどのご紹介

専門性のある、
通所事業所などの

ご案内

自宅から通所し、
軽作業などできる
事業所のご案内

なごみ

まず、お気軽にご　　　　下さい。ひとりで悩 相談まず、お気軽にご　　　　下さい。ひとりで悩 相談まず、お気軽にご　　　　下さい。ひとりで悩 相談

家族の介護が大変。
もう少し楽に介護を
する方法はないかしら？

子育てがうまくいかず
悩んでいます。

どうしたらいいですか？

自宅にいるばかり
ではなく、少し仕事でも
できるといいな？

精神障害者支援 要医療児者支援 行動障害支援

住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう、障がいのある方や
そのご家族の不安や迷いに耳を傾け、共に考える相談窓口です。

対象の方 ・障がい者・児（知的・身体・精神・発達）のある方
・障がいのある方のご家族及び関係者

組み合わせ必要な障害サービスの利用のプラン作成を行います。
いろいろな関係機関と一緒に協力し、ご相談に応じたサービスを
一緒に解決策を探っていきましょう。

相談支援専門員がゆっくりお話を聞きします。

吉本　あけみ・江草　博子相談支援専門員

の研修終了者です

地元に還元したいと漬物を寄付い
ただきました。食欲が低下しても、漬
物があるとご飯が進むのではないで
しょうか。

7月に引き続き、9月の参観日
にも寄付を呼び掛けてくれま
した。継続的な活動に感謝して
います。

地域支援に関心を持っていた
だき、ご協力したいとの連絡を
頂きました。感謝いたします。

三納地区の方から玄米を
いただきました。
皆様、ありがとうございました。

地域福祉課 地域支援係 ☎ 43-3160

フードバンク事業・お米配達事業へご寄付をいただきましたフードバンク事業・お米配達事業へご寄付をいただきました

問い合わせ先 ☎32-0180総務課 障害支援係

【株式会社宮崎農産様】 【妻南小のJRC（青少年赤十字）委員様】 【明治安田生命保険相互会社・宮崎支社様】



　10月1日から「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉にスター
トしました。
　お寄せいただいた募金の約7割が西都市内、約3割が宮崎
県全体で地域福祉活動に取り組む団体等を応援しています。
　また、災害に備えて積み立てを行い、災害が起きた時には、
災害ボランティアセンターの設置運営なども応援しています。
　今年も皆さまからのご理解とご協力をお願いいたします。
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令和6年10月31日までに、次の皆さまから社会福祉事業にとご寄附をいただきました。
ここに厚くお礼申し上げます。尚、この欄は、寄附者の掲載意思を尊重（確認）した上で掲載させていただいております。

★香典返し・一般寄附のお礼

香典返し・一般寄附は「特定寄附金」に該当し、所得控除や税額控除などの税制優遇措置を受けることができます。お気軽にお問い合わせください。

一般寄附
■ ㈱プリエール西都　秋桜
　10月7日に行われた「第8回人
形・ぬいぐるみ供養祭」でいただい
た供養料をご寄付いただきました。
　毎年、ありがとうございます。

10月27日三財へそ祭りにて10月27日三財へそ祭りにて

後 野 喜 代 母 三田井ツギヱ ー 金一封
武 　 政 秋 妻 和子 久米田 金一封
八 木 和 彦 母 秋子 清　水 金一封
押　川　サキ子 夫 正明 山　田 金一封
外　山　ミヨ子 夫 哲男 ー 金一封
長　野　えつ子 夫 種秋 聖陵町 金一封
押 川 博 行 母 ミヤコ 川　原 金一封
瀬 岡 文 子 母 テルコ ー 金一封
篠 原 純 子 父 中武松雄 ー 金一封
黒 木 文 雄 妻 絹子 下　村 金一封
吉 野 　 守 父 儀男 上　妻 金一封
黒 木 美 紀 子 丈一郎 稚児ケ池 金一封
長 友 安 子 夫 厚 今　井 金一封
山 口 裕 二 母 千世子 ー 金一封
本 部 律 子 夫 彰一郎 石　貫 金一封
酒　井　アイ子 夫 隆夫 中　村 金一封
松 浦 義 信 子 康博 黒生野 金一封
緒 方 　 薫 母 フミ 上山路 金一封
黒 木 和 仁 父 勇一 酒　元 金一封

河 野 秀 成 父 清文 赤　池 金一封
藤 田 洋 子 母 三田井惠美香 福王寺 金一封
加 藤 義 恵 夫 正弘 有吉町 金一封
菊 池 　 越 夫 文男 薗　元 金一封
日　髙　喜美代 母 チヅ 加勢中 金一封
河 野 美 保 母 金丸愛子 宮の下 金一封
黒 木 真 一 母 キヌエ 杉安村 金一封
安 達 幸 男 母 貞 島内村 金一封
長 友 雄 司 母 キク 粟　野 金一封
黒 木 美 子 夫 勲 童子丸 金一封
笹 尾 敏 明 母 明子 聖　陵 30,000
宮 越 和 代 いとこ 押川重美 ー 金一封

寄附者名 続柄 故  人 集落名 寄附金額 寄附者名 続柄 故  人 集落名 寄附金額

※敬称は略させていただきます。

　要介護認定を受けられた方や、障が
いのある方を対象に、訪問介護員が利
用者さまのご自宅に訪問し、自宅で快
適な生活が送れるよう、さまざまな生
活援助や身体介護を行います。
　また、訪問介護員としてサービス向
上のため、月1回の定例会と年1回の
研修を行っています。
　私たちと一緒に働きませんか。

訪問介護員（ホームヘルパーさん）大募集！訪問介護員（ホームヘルパーさん）大募集！

赤い羽根共同募金へご協力お願いします赤い羽根共同募金へご協力お願いします

問い合わせ先 総務課 総務係 ☎ 43-3160

問い合わせ先 西都市共同募金委員会 ☎ 43-3160


